
主
催:

京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
資
料
館　

協
力:

德
岡
工
業
株
式
会
社
／
株
式
会
社 

髙
島
屋
／
株
式
会
社 

デ
ジ
ナ
／
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー 

文
部
科
学
省
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点「
日
本
文
化
資
源
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
拠
点
」／
京
都
・
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携

デ
ザ
イ
ン
協
力:

中
川
可
奈
子　

企
画:

上
田
文
／
青
木
美
保
子

主
催:

京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
資
料
館　

協
力:

德
岡
工
業
株
式
会
社
／
株
式
会
社 

髙
島
屋
／
株
式
会
社 

デ
ジ
ナ
／
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー 

文
部
科
学
省
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点「
日
本
文
化
資
源
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
拠
点
」／
京
都
・
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携

デ
ザ
イ
ン
協
力:

中
川
可
奈
子　

企
画:

上
田
文
／
青
木
美
保
子

主
催:

京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
資
料
館　

協
力:

德
岡
工
業
株
式
会
社
／
株
式
会
社 

髙
島
屋
／
株
式
会
社 

デ
ジ
ナ
／
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー 

文
部
科
学
省
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点「
日
本
文
化
資
源
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
拠
点
」／
京
都
・
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携

デ
ザ
イ
ン
協
力:

中
川
可
奈
子　

企
画:

上
田
文
／
青
木
美
保
子

京
都
工
芸
繊
維
大
学
美
術
工
芸
資
料
館 

１
階

開
館
時
間:

10
時―

17
時(

入
館
は
16
時
30
分
ま
で) 

休
館
日:

日
曜
日
・
祝
日
、１
月
13
日（
土
）

入
館
料:

一
般 

２
０
０
円
、大
学
生 
１
５
０
円
、高
校
生
以
下
無
料

         　
　

(

京
都
・
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
所
属
大
学
の
学
生
は
学
生
証
の
提
示
に
よ
り
無
料
で
入
館
で
き
ま
す) 

近
代
京
都
の
機
械
捺
染

図
案
を
今
ふ
た
た
び

　

 
̶

よ
み
が
え
る
寺
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン̶

２
０
１
8
年 

1
月
9
日﹇
火
﹈̶

2
月
16
日
﹇
金
﹈



N

アクセス
〈地下鉄〉
京都市営地下鉄烏丸線「松ヶ崎駅」から徒歩 8 分 
〈バス〉
京都バス「高野泉町」下車、徒歩 10 分

京都工芸繊維大学美術工芸資料館
〒606-8585 京都市左京区松ヶ崎橋上町 
Tel : 075-724-7924 / Fax : 075-724-7920  
http ://www.museum.kit .ac . jp/

同時開催同時開催 お問い合わせ先

アウグスト・セザンヌ
《第 4回ヴェネチア市国際美術展》

c.1901

ジョバンニ・マタローニ
《美術収集家・愛好家協会 第 1回版画国際博覧会》　

c.1902

德岡工業建材用プリント応用図案へ 德岡工業建材用プリント復刻図案へ髙島屋きもの応用図案へ 髙島屋きもの復刻図案へ

近代京都の機械捺染図案を今ふたたび
―よみがえる寺田コレクション―

2018 年 1月9日（火）̶ 2月16日（金）京都工芸繊維大学美術工芸資料館 1階

　本企画は、昭和期の機械捺染の図案という歴史資料を現代の
生活のなかに活かす試みを紹介するものです。このたび、京都工
芸繊維大学美術工芸資料館所蔵寺田資料のうちから選んだ昭和
初年の機械捺染図案を用い、二つの方向から、現代の技術で新た
な製品を制作する取り組みがおこなわれました。
　ひとつは、機械捺染のローラープリントの技術をグラビア印
刷として今に引き継いでいる德岡工業株式会社が取り組んだ建
材用プリントへの展開の試みです。そしてもうひとつは、百貨店
京都髙島屋の浴衣制作の試みで、機械捺染に代わる捺染技術で
あるインクジェットプリントの技術を使い、縞や絣柄の図案を、
現代の感覚による色彩でよみがえらせました。
　京都工芸繊維大学美術工芸資料館では、機械捺染産業に関わ
る展覧会として、「ここにもあった匠の技 機械捺染」(2010 年 )、
「京都のモダンデザインと近代の縞・絣」（2011 年）、「京都から
アフリカへ　大同マルタコレクションにみる 1960 年代京都の
捺染産業」（2013 年）、「京都捺染産業の軌跡‐ローラー彫刻の祖

武田周次郎とその後‐」（2015 年）と４回の展覧会を開催しまし
た。これらの展覧会によって、機械捺染が、近代京都の染織産業
のなかで重要なポジションにあり、明治後期より昭和期までの
およそ 100 年、京都の染織産業に大きく貢献してきた姿が浮き
彫りにされました。
　このように、これまでは機械捺染の歴史的視点から、かつて染色
業界で脚光を浴びながらも現在ではその存続が危ぶまれる状況に
ある機械捺染の全容を明らかにすることを目的に記録保存した資
料を、研究の成果とともにご覧いただく展覧会を開催してきまし
たが、今回は、少し趣向を変えた機械捺染の特別企画展です。
　過去の歴史遺産として保存されているこうした資料が、研究
資料や展示品として活用されるだけでなく、工夫次第で、その役
割も失うことなく、現代の生活のなかに活かせるものであると
いう、これまでとは違う視点で機械捺染を楽しんでいただけれ
ば幸いです。

1902年のある日、帰国前にイタリアを訪れていた浅井忠は、2点の巨大なポスター
を見つけた。浅井はすかさずそれを購入して、日本へと送った。京都高等工芸学校
の教材にするために。115年の歳月を経て、いまその巨大なポスターを初公開‼

新発見ポスターの初公開、浅井忠がイタリアで購入！ 

2018 年 1 月 9 日 ̶ 2 月 16 日  /  京都工芸繊維大学美術工芸資料館 1 階・ホール

 寺田哲朗図案原画（昭和初年頃）


